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概 要 

 

展示場で活動している市民ボランティアである「サイエンスガイド」が展示説明のオプションとして簡単

実験「プチ・サイエンスショー」を実施している。２０２４年８月リニューアル・オープン以来新しく生まれ変

わった展示に即するためにプチ・サイエンスショーもリニューアルを行った。その実施報告をする。  

 

 

１１．．ははじじめめにに    

2024 年 8 月 1 日に科学館がリニューアル・オープン

をしてからは前年度比を大きく上回る入館者数を記録

した。８月は学校の夏休み期間と重なったために、多く

の子ども連れ家族層が来館した。夏休み期間中のサ

イエンスガイドの活動としては、展示場では新しい展示

の案内を中心に行い、控室でプチ・サイエンスショーの

演示練習を行った。 

２２．．ププチチ・・ササイイエエンンススシショョーー  

  プチ・サイエンスショーは安全面に配慮し、スムーズ

に実施するために演示する者（メイン役）とメインのサポ

ートと参加者の案内誘導を行う（サブ役）の 2 名体制

で行う。これはメインがワゴンの前に立ってワゴンを囲ん

で見る参加者に対応するために、2 列目の参加希望

者の対応ができない。よってサブが代わって対応を行

い、次回参加希望かどうかの確認などを行う。また混

雑時に押し合わないように安全確認を行う役目を担う。 

２-１．機材等の確認  

マニュアル（最後部マニュアルを参照）紙面上部に

はプチ・サイエンスショーを演示する上で必要な備品

などを記載している。これらはワゴンの中に収納されて

いる。メインとサブは演示する前に記載どおりにあるか、

また動作チェックを行い、本番に備える。 

２-２．演示前  

準備が完了したら、サブは来館者に声をかける。こ

の時の注意ポイントとして以下の項目に注意して声を

かける。 

➀実験内容を伝える。 

「電気を作る実験を見ていただきます」など、何につ

 
  *大阪市立科学館  

いての実験なのかを伝える。 

②来館者の予定の確認と所要時間を伝える。  

ほとんどのプチ・サイエンスショーは 5～6 分、長くて

も 10 分以内に終了するように製作されている。展示場

観覧者の多くがプラネタリウムの観覧券を持っているこ

と多い。また 3 階サイエンスステージで行われるサイエ

ンスショーの観覧を予定している来館者もいることから

参加前に参加者の予定を確認し、また所要時間を伝

えて問題がないかを事前に確認する。 

③勝手にマニュアルを変えない。 

 すべてのプチ・サイエンスショーは基本編と応用編

に分かれている。基本編は子どもから大人まで楽しん

でもらえるようにシンプルな内容で製作している。応用

編は基本編で興味を持った参加者や基本編での知

識をすでに有している場合に、より詳しく説明ができよ

うに分けている。よって独自の解釈などでマニュアルに

加えたり、変更したりすることを禁止している。 

④片付けとワゴンを定位置に戻す。 

終了後は、使用した機材等の数と動作チェックを

行い、ワゴンに戻す。ワゴンは収納場所が決まっている

ので、元の場所に戻す。この際サブとメインは移動しな

がら来館者が近寄らないように注意しながら移動させ

る。 

⑤復習を欠かさない。 

サイエンスガイドの多くは 2 週間に 1 度程度の回数

で活動している。また個々の用事などで１カ月ぐらい活

動期間が空くこともあるので、時間が空いて演示する

場合は、先ずは控室などでマニュアルを通して内容の

確認を行い、慣れや思い込みから間違った演示を行
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わないように配慮する。 

３３．．ママニニュュアアルル 

 プチ・サイエンスショーにとって重要な存在として個々

のプチ・サイエンスショーに作成されているマニュアル

である。 

３－１  事前に準備するものの確認  

 ２－２－１に記載している通り、プチ・サイエンスショ

ーは演示前の必要機材の個数と動作確認は必須であ

る。マニュアルでは紙面最上部に記載しているので、

記載通りにそろっているかを確認し、続けて動作確認

を行って演示上問題ないかを確認しておく。  

３－２  演示前（本番前）  

 上述のとおり準備が完了したら、参加者に声をかける。

これも２－２－２－②でも記載している通り、参加する

来館者の予定を必ず確認する。プラネタリウムを観覧

するまでの空き時間を使って展示場に入場される方、

サイエンスステージのサイエンスショー観覧を予定され

ている方などがいるので演示するタイミングがそれに影

響しない方かどうかを確認する。 

 また参加者と演示者はワゴンを挟んで至近距離で向

き合うために以下の通り注意事項をしっかりと伝えて  

参加者には守ってもらう。 

 ①ワゴンの上にある機材等に勝手に触らない。  

 ②隣の参加者とは譲り合って押し合わない。  

３－３  演示中の留意点  

 演示する際は以下の項目について留意する。慣れて

くると忘れがちになるので復習の際に確認する重要ポ

イントである。 

 ①対象年齢に沿った言葉選び 

  対象年齢を大きく分けると小学低学年以下の子ど

も、小学中～高学年、それ以上の学生、大人となる。

特に就学度合いに合わせた単語の使い方に注意する

ことを心がける。また大人に対してもできるだけ簡単な

説明するように心がける。 

 ②流れを正確に理解する 

  一つのテーマについてプチ・サイエンスショーを通し

て演示する上で大切な点である。全てのプチ・サイエン

スショーにいえることだが、以下の流れを基本に構成さ

れている。 

 ・きっかけ 

  演示する実験内容を参加者が身近に感じるような 

 例をあげて興味をもってもらう。 

 ・些細なことでも一旦考えてもらう。 

短い時間でも考えてもらう。分かっていたつもりの簡  

単なことについて質問された時に、意外とすぐに答  

えが出ない場合がある。それは本題の実験への興  

味が深まる可能性が大きい。 

 

４４．．全全ガガイイドドがが均均一一ししたた内内容容でで演演示示すするる 

４０名弱在籍しているガイドにはプチ・サイエンスショ

ーによっては好き嫌い（得意不得意など）があるのは確

かである。展示場のフロアによっても同様である。これ

らを解消するためには、まず基本編をできるだけシンプ

ルな内容に構成することである。シンプルにまとめること

により、習得するまでのプロセスや覚えないといけない

内容をできるだけ省くことでハードルを下げることにつ

ながる。 

（応用編の設定）  

ガイドの中には基本編だけでは物足りない人もいる。

そのような人達向けに応用編では、より専門的は内容

を加えている。これはもし参加者にも知識がある場合に

対応するためでもある。なお応用編においても記載し

ていない高度な内容の質問については、学芸員に対

応してもらうこととなっている。 

５５．．最最後後にに  

  プチ・サイエンスショーに限らず、展示についていつ

も向学心を持って活動しているサイエンスガイドのみな

さん。展示の不具合などを発見したらいち早く連絡をし

てくれる存在でもある。また落とし物や迷子、体調不良

者への対応なども協力してくれている。いつも来館者

目線を忘れずに意見を出してくれている。 

 「今日も楽しかったです。ありがとうございました。」と

笑顔で１日の活動を終えて控室を去った後何とも言葉

にできないうれしい気持ちに満たされる。 

 全サイエンスガイドにここを借りてお礼を申し上げた

い。いつもありがとうございます。そしてこれからもどうぞ

よろしくお願いいたします。 
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６６．参照資料  

 ６－１  マニュアル例「発電のいろいろ」  
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６６．参照資料  

 ６－２  練習風景「電磁誘導」  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２  練習風景「光の三原色」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤、青、緑のボタンをパネルで隠しながら前のＬＥＤランプを点灯させる。参加者にはどの

色のボタンを押しているか考えてもらう。 
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６－２  練習風景「光の通り道」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６－２  種類別実施累計  
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